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添付のアンケートはがき、Eメール、FAXから、本誌に対する
ご意見やご感想、またJICAへのご質問を、氏名・住所・電話
番号・職業・年齢・性別・ご希望のプレゼントを明記の上、お
送りください。ご記入いただいた個人情報は統計処理およ
びプレゼント発送以外の目的で使用いたしません。当選者
の発表は発送をもってかえさせていただきます。

プレゼント付き

次号予告（2018年4月１日発行予定）

教育と開発
質の高い教育を全ての人に届けるため、日本は教科書開発や教員
研修などの取り組みを通じて、開発途上国の教育を支えています。
一方、持続可能な社会の担い手を育てる手段として、日本国内で関
心が高まっているのが「開発教育」です。変わりつつある世界と日本
の教育の今をお伝えします。

本誌をご希望の場合は
下記方法で

お申し込みください。

本誌をご希望の方には、送料をご負担いた
だく形で送付いたします。巻末の払込取扱
票に、氏名・住所・電話番号・ご希望の送付
期間・送付開始月を明記の上、指定の金額
を郵便局でお支払いください。入金の確認後、発送を手配いたします（入金から1
週間程度かかることもありますのでご了承ください）。複数冊、またはバックナンバー
をご希望の方は送料が異なりますので、下記までお問い合わせください。

申込方法

申込先
住　所
T E L
F A X
Eメール

（株）国際開発ジャーナル社 総務部（発送代行）
〒102-0083  東京都千代田区麹町3-2-4 麹町HFビル9F
03-3221-5583
03-3221-5584
order@idj.co.jp

① フィリピンの刺しゅう製品（p39参照）
② エルサルバドルのボランティア派遣50周年記念切手
 　 （p25参照）

③ 書籍『貧しい人を助ける理由 
　  遠くのあの子とあなたのつながり』 （p37参照）

④ 書籍『バッタを倒しにアフリカへ』 （p37参照）
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普
段
は
「
ア
フ
リ
カ
」
と
大
き
く
括
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
中
で
、

ア
フ
リ
カ
の
国
々
を
よ
り
深
く
知
っ
て
も
ら
う
た
め
、
今
回
は

「
南
部
ア
フ
リ
カ
」
に
焦
点
を
当
て
て
紹
介
し
た
い
と
の
関
係
者

の
熱
意
か
ら
、
特
集
を
組
む
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
多
様
性

と
魅
力
を
感
じ
て
い
た
だ
け
ま
し
た
で
し
ょ
う
か
。

　

南
部
ア
フ
リ
カ
に
お
け
る
J
I
C
A
の
取
り
組
み
に
も
、
国
際

協
力
の
い
ろ
い
ろ
な
要
素
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
ま
す
。
経
済
成
長

と
貧
困
削
減
、
人
材
育
成
、
環
境
保
全
、
観
光
開
発
、
イ
ン
フ
ラ

整
備
、
農
業
開
発
・
生
計
向
上
、
保
健
医
療
、
な
ど
な
ど
。
今
回

は
ご
紹
介
し
き
れ
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
他
に
も
ジ
ェ
ン
ダ
ー
、
水
・

衛
生
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
平
和
・
公
正
な
社
会
の
実
現
と
い
っ
た
課

題
に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
さ
ま
ざ
ま
な
世
界
の
課
題
を
包
括
的
に
取
り
ま
と

め
、
2
0
1
5
年
９
月
の
国
連
総
会
で
採
択
さ
れ
た
の
が
、
持
続

可
能
な
開
発
目
標
（
S
D
G
s
）
で
す
。
こ
れ
は
日
本
の
目
標
で

も
あ
り
ま
す
。
最
近
で
は
学
習
指
導
要
領
に
反
映
さ
れ
た
り
、
経

団
連
の
企
業
行
動
憲
章
に
盛
り
込
ま
れ
た
り
と
、Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
へ
の

関
心
が
高
ま
っ
て
い
て
、
新
聞
、
テ
レ
ビ
、
書
籍
な
ど
で
目
に
す

る
こ
と
も
多
く
な
り
ま
し
た
。
J
I
C
A
は
国
際
協
力
を
通
じ
て

開
発
途
上
国
の
S
D
G
s
達
成
に
貢
献
し
て
お
り
、
そ
う
し
た
情

報
・
経
験
を
企
業
や
団
体
、
市
民
の
方
々
に
提
供
す
る
こ
と
で
、

日
本
国
内
で
の
S
D
G
s
に
対
す
る
理
解
や
参
加
の
促
進
に
も
努

め
て
い
ま
す
。

　

S
D
G
s
を
達
成
す
る
た
め
の
手
段
と
し
て
重
視
さ
れ
て
い
る

の
が
、
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
で
す
。
私
た
ち
J
I
C
A
も
「
信
頼

で
世
界
を
つ
な
ぐ
」
と
い
う
ビ
ジ
ョ
ン
の
下
、
国
内
外
の
さ
ま
ざ

ま
な
方
々
と
共
に
考
え
、共
に
働
く
「
共
創
」
に
努
め
て
い
ま
す
。

前
月
号
の
「
特
集 

国
際
協
力
を
担
う
人
々
」
で
は
、
J
I
C
A

と
共
に
働
い
て
い
る
方
々
に
焦
点
を
当
て
ま
し
た
。
引
き
続
き
、

そ
う
し
た
様
子
を
m
u
n
d
i
の
中
で
紹
介
し
て
ま
い
り
ま
す
の

で
、
楽
し
み
に
し
て
い
て
く
だ
さ
い
。JI

C
A
広
報
室
長 

天
田
聖

2

く
く
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